
 

 
 
 
 
 

 
  

 

 

 
 

 

 
 
０１ 生徒の安心・安全な学校生活のために 

～東日本大震災から学ぶ防災教育～    
本校では、地域と協力して、防災教育に力を入

れています。具体的には、育成会と共催で、石巻

市から講師の方をお迎えし、「震災を語り継ぐ会」

を実施しています。と、同時に東日本大震災で津

波の被害にあった大川小学校のヒマワリを代々育て、その輪を地域の小中学校に広げていま

す。そのヒマワリは、大川小の児童のお母さんが、地震の日に子どもたちが目指した丘に植え

た種から育った株の子孫です。津波被害を、そして各地で起こる災害を風化せず心にとどめ、

思いやりのある優しい心を生徒たちに育んでいくと共に、いつ起こるか分からない災害に備

え、自助、共助のスキルを身につけます。また、生徒会が中心となり、自然災害の被災地への

募金活動を行い、助けあいの精神を学んでいます。 
 
０２ 質の高い教育をめざして 

～主体的に学ぶ生徒の育成～ 

本校の生徒は、学習に運動に大変意欲的に取り

組んでおります。教職員は、そんな生徒たちのニー

ズに応えられるよう、研修などを通じて、生徒たち

に質の高い教育が行えるよう日々努力をしています。教育委員会から学

力向上カウンセリングを受け、本校生徒の学力について、良い点や課題点を全教員が共有し、

専門的な指導者を要請して研究授業を行います。また、校区の小学校と連携し、小中の９年間

を通じて、主体的に学ぶことのできる生徒を育成しています。今後は、文科省の提唱する GIGA スクール構想実現に向

け、一人一台の端末を使っての授業研究等、学習環境の充実に向け、さらに指導法の研究を行ってまいります。 
 

０３ 限りある資源を大切に 
～ペーパーレス化の推進と資源の有効活用～ 

限りある資源を有効に活用するために、行事の案内

や出欠確認など、今まで文書で家庭に周知していたも

のを極力学校安心メールを活用することにしました。

そのことにより、大幅な紙使用量の削減ができました。

さらに、不要になったプリント類などは、紙ごみとして処分するのではなく、リサイクル処理を

するようにしています。生徒会では、ペットボトルキャップの回収などの取り組みを自主的に行

い、生徒たちの、ものを大切にしていく心を育んでいます。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
１ 学校教育目標『希望（ゆめ）を実現する生徒～学べ・磨け・輝け～』 

２ 目指す学校像『「あい」のあふれる与野東中学校』 

３ 指導の柱（３つのＧの育成のために） 

（１）全員の子どものわかった！できた！に迫る指導 

 （２）ほめる、のばす、認めるの実践による子どもの自己肯定感の向上 

（３）道徳、総合的な学習、進路指導の体系的指導とグローバル人材の育成 
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